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入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）  

（全学共通部分） 

田園調布学園大学は、建学の精神である「捨我精進」に基づき、社会に貢献しうる、質の高い「実践力」を有する

人材を育成することを教育目標とし、次のような資質・能力を有する学生を求める。 

1. 知識・技能  高等学校で学ぶ各教科における基礎的な知識や技能がある。 

2. 思考力  社会の問題に関心を持ち、その背景や要因について考えることができる。  

3. コミュニケーション力  自分の考えを持ちながら、他者と良好なコミュニケーションを図ることができる。 

4. 意欲・姿勢   目標を持ち、計画的に学業に取り組む姿勢がある。  

5. 問題解決力   課題を発見し、解決するまでの方法を考えることができる。  

【求める学生像】 

 （社会福祉専攻） 社会問題に関心を持ち、他者および多機関と連携し、高い倫理観をもって問題解決に向き合う

ソーシャルワーク専門職を目指す学生。  

（介護福祉専攻） 歳をとっても障害があっても、すべての人が命ある限り幸せに生きるために支援していきたいと

考え、多様な視点を尊重しながら協力し合い、主体的に行動できる学生。  

（共生社会学科） 現代社会についての基礎的な知識を持ち、共生社会の実現に向けて、多様な人々と協働して

学び、実践していく意欲を持った学生。  

（子ども教育学科） 子どもや子どもを取り巻く社会の問題に興味・関心を持ち、家庭や地域等と連携して、子ども

の成長・発達にふさわしい教育・保育を実践したいと考える学生。 

 （心理学科） 人の心や行動に興味関心を持ち、心理学という視点からの学びを深めることによって、自分も他者

も大切にする心を育て社会で活躍できる学生。 

 【入学者選抜方法】（全学共通部分） 

 1. 総合型選抜  強い目的意識や深く考える力、コミュニケーション能力などを持つ人、または学校内外で多様な

活動 をしてきた人を求める選抜方法。  

2. 学校推薦型選抜  学業および人物が優れ、学校長が推薦する人を対象とする選抜方法。 

3. 一般選抜  書類審査と学力試験で判定する選抜方法。 

4. その他の選抜  社会で培ってきた社会人基礎力と学修に対する主体的な姿勢を求める社会人選抜や、本学

の建学の精神および教育理念・伝統を継承し発展させることを目的とした調布学園子女等選抜、その他、入

学者の多様性を確保する観点から、入学志願者の努力プロセス、意欲、目的意識等を重視した選抜を実施す

る。  

 

アドミッション・ポリシーに基づいた入学者選抜方法についての詳細は、本学ホームページ内 情報公開→教育研 

究上の情報→田園調布学園大学３方針アドミッション・ポリシーを参照ください。  

 

個人情報の取り扱いについて 

出願に際して得られた個人情報（住所、氏名、電話番号、その他の情報）は、入試関連業務（入試の実施、判定、結

果通知、手続き関係書類の発送等）、および個人が特定できない形での統計資料の作成に使用いたします。お預

かりした個人情報は適切・安全に管理いたします。 

＊個人情報の取り扱いについて、ご不明な点がございましたら、入試・広報課（TEL044-966-6800）までお問

い合わせください。 
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■学部学科専攻及び推薦依頼人数 

 事前に本学から各学校にお送りしております「2026 年度 3 年次編入学選抜 指定校推薦についてのお願い」をご

参照ください。 

 

■出願資格 

 次のいずれかに該当する場合、出願が可能です。 

（1）本学が指定した短期大学を 2026年 3月 31日までに卒業見込みで学長が推薦する者 

（2）本学が指定した専門士の称号の授与が認められている福祉系の専修学校専門課程（専門学校） 

を 2026年 3月 31日までに修了見込みで学校長が推薦する者 

 

■出願条件 

上記の出願資格を満たし、本学を第一志望とし、本学の求める人物像に合致している者（専願制） 

 

■選抜日程 

インターネット入力期間 
必要書類送付期限 

（郵送必着） 
試験日 合格発表 手続締切日 

11月 1日（土）10：00～ 

11月 18（火）23：59 
11月 20日（木） 11月 23日（日） 

12月 1日（月） 

10：00 
12月 8日（月） 

 

■選抜方法 

書類審査、面接、口頭試問により判定し、合格者を決定します。 

・口頭試問は、面接の前半で 10分程度行います。短い文章を読んで、質問に答えていただきます。 

 

■出願方法・注意事項 

（1）WEB出願となります。詳細は10ページを参照してください。 

（2）必要書類は、必ず郵便局で「簡易書留・速達」により、必要書類送付期限日までに郵送必着にてお送りください。 

（3）本学のホームページの「WEB出願」より必要書類送付用宛名を各自プリントアウトし、市販の封筒に貼って「簡易

書留・速達（朱書き）」により郵送してください。 

（4）入学検定料納入後は、志望学部・学科・専攻の変更はできません。また、一旦受理された必要書類および入学

検定料の返却はできません。 

（5）受験および修学上において、特別な配慮を必要とする場合、オープンキャンパス等での個別相談を必ず行ってく

ださい。また、インターネット入力開始日の１ヶ月前までに必ず本学入試・広報課（TEL044-966-6800）へご連

絡・ご相談ください。相談内容により、診断書、その他の書類提出をお願いする場合があります。 
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■必要書類 

  下記の書類をとりまとめ、所定の期間内に出願してください。 

（1）志望理由書（本書巻末の用紙を使用） 

   ①ボールペンを使用（鉛筆不可）し、楷書で明瞭に記入してください。 

   ②志望学科・専攻、氏名の記入欄が設けられていますので、必ず記入してください。 

（2）推薦書 

   巻末の用紙またはWordファイルを使用し、所属校より発行を受けてください。Wordファイルは、 

ホームページ「入試情報」の「募集要項・募集人員」のページよりダウンロードできます。 

（3）卒業見込証明書 

出願資格を有することを証明する書類を提出してください（出願前3ヶ月以内に発行されたもの）。 

（4）成績証明書 

①履修中の科目名、単位数が記載されているものを提出してください。出願前3ヶ月以内に発行 

されたもの（開封無効）。 

②成績証明書に履修中の科目名、単位数等が記載されていない場合は、必ず単位修得見込証 

明書または履修証明書をあわせて提出してください。 

※上記の証明書の提出が困難な場合は、事前に入試・広報課（TEL044-966-6800）まで 

ご連絡ください。 

（5）志願確認票（WEB出願画面から出力してください） 

    入学検定料の決済方法の選択が完了すると、「大学出願ネット」の「出願状況」のメニューより 

「志願確認票」がダウンロードできます。2枚印刷し、１枚を提出してください（１枚は本人控え）。 

 

■入学検定料 35,000円 

 

■選考会場 本学 〒215-8542 神奈川県川崎市麻生区東百合丘3丁目4番地1号 

         ※詳しくは、13ページの「交通案内」を参照してください。 
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■合格発表 

（1）ＷＥＢ出願画面で確認できます。田園調布学園大学のホームページの「WEB出願」メニューから「大学出願ネ

ット」にアクセスし、出願時のメールアドレス、パスワードを入力のうえ、ログインしてください。 

「①出願状況の確認」→「②詳細確認」→「出願状況詳細」の画面で合否を確認することができます。 

（2）合格者には合格通知書とともに「入学手続要項」をレターパックにて郵送します（発表日の午前中に 

大学より発送）。 

（3）窓口での直接交付は行いません。また電話等での合否のお問い合わせには一切応じられません。 

 

■入学手続 

（1）合格者には、「入学手続要項」を送付します。 

（2）入学手続時納付金は、本学所定の振込用紙を使用し、銀行振込（電信扱い）でご納入ください。三井住友銀

行の窓口から手続される場合は、振込手数料が無料です。インターネットバンキングやＡＴＭなどで振込手続さ

れる場合は、振込依頼人名に「受験番号」と「受験者氏名（フルネーム）」を必ずご入力ください。振込手数料

はご負担願います。 

（3）入学手続の締切は、下記の入学手続締切日当日の消印有効とします。 

（4）入学手続書類は、納付金納入後、入学手続締切日（当日の消印有効）までに市販の封筒に入れ、大学へ郵

送してください。後日、納付金の納入を確認後、『入学許可書』を発行、郵送します。 

（5）卒業・修了見込みで受験し、合格した場合であっても、本学入学時までに卒業・修了されない場合は、入学を

認めません。。 

選抜区分 納付金 納入方法 納付金納入期限・入学手続締切日 

３年次編入学選抜指定校推薦 910,000円 一括 １2月 8日（月） 

 

■納付金 

学部共通 入学手続時 後期分  卒業年次 授業料等納付金・諸会費 

入 学 金 300,000円   前期（4月） 610,000円 

授 業 料 350,000円 350,000円  後期（9月） 620,000円 

施 設 費 220,000円 220,000円  合 計 1,230,000円 

諸

会

費 

後援会費 30,000 円 30,000 円  後期(９月)分には、同窓会費（20,000円）を含む。 

学生活動支援費 10,000 円  

 
初年度納付金 910,000円 600,000円 

初年度納付金額計 1,510,000円 

  

   

（1）本学の教育研究活動の充実および施設設備の拡充を図るため、入学後、任意の寄付金のご協力をお願いす

ることがあります。 

（2）上記納付金の他に実習等により、実費が必要な場合があります。 
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■入学辞退に伴う納付金返還 

入学手続時納付金の金額を完納した者が入学を辞退する場合には、入学辞退・納付金返還請求の手続を行うこ

とにより、既納付金の一部を返還します。 

（1）返還の対象となる納付金は、入学金を除く納付金となります。 

（2）入学辞退・納付金返還の手続は以下の通り行ってください。 

   ①速やかに電話で本学入試・広報課（TEL044-966-6800）に入学辞退の旨を申し出てください。 

   ②本学から送付する「入学辞退届」に必要事項を記入のうえ、本学発行の「入学許可書」を同封し、本学入試・

広報課宛に郵送してください。 

   ※「入学辞退届」に記載する返還納付金の振込口座の名義人は、本人または保護者とします。 

（3）入学辞退・納付金返還手続を希望する方は、2026年 3月 31日（火）郵送必着で手続を行ってください。 

 

■奨学金制度 

本学独自の調布学園西村一郎奨学金（当該年度の授業料半額給付）があります。このほかに高等教育の 

修学支援新制度（給付奨学金＊）、日本学生支援機構（貸与奨学金）などがあります。詳しくは本学ホーム 

ページを参照してください。 

 

■資格取得 

社会福祉学科社会福祉専攻では、卒業までに社会福祉士国家試験受験資格を取得することとなります。 

社会福祉学科社会福祉専攻で取得可能なその他の資格や共生社会学科および心理学科で取得可能な 

資格、既修得単位の認定については、編入学前の単位修得状況や資格取得状況によって異なりますので、 

出願前にオープンキャンパス等での個別相談を行ってください。 
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■既修得単位の認定 

（1）人間福祉学部社会福祉学科社会福祉専攻 

①卒業に必要な単位数 

 

②編入学後の単位認定 

a. 入学前既修得科目の単位認定にかかる単位数の上限は原則 60 単位です。 

b. 総合教育科目として認定可能と認められた既修得科目の単位は、包括的に認定することを原則とします（一部、

科目ごとに単位の認定を行う場合があります）。ただし「心理学」、「社会学」の科目は、厚生労働省が定める社会

福祉士国家試験受験資格にかかる授業科目（以下「指定科目」）として修得している場合、または修得した科目の

教育内容が本学の開講科目の教育内容と同等であることが認められる場合に限り、科目ごとに別途単位を認定し

ます（各 2 単位）。 

c. 上記のほかに、既修得科目の単位・内容により、本学の専門基礎科目、専門基幹科目及 

び専門発展科目として認定することがあります。 

ただし、専門基礎科目、専門基幹科目及び専門発展科目のうち、「指定科目」への認定は、厚生労働省が定める

社会福祉士国家試験受験資格、精神保健福祉士国家試験受験資格にかかる「指定科目」として修得している場

合、または修得した科目の教育内容が本学の開講科目の教育内容と同等であることが認められる場合に科目ごと

に行います。また「ソーシャルワーク実習」と「ソーシャルワーク実習指導（Ⅰ・Ⅱ）」（精神保健福祉士国家試験受

験資格にあたっては「精神保健福祉援助実習（Ⅰ・Ⅱ）」と「精神保健福祉援助実習指導（Ⅰ・Ⅱ）」）については、

両科目を一体として行うことにより教育効果が見込まれることから、いずれか一方のみの単位認定は行いません。

また、「ゼミナール（Ⅰ・Ⅱ）」および「卒業研究」は単位認定を行いません。 

d. 編入学生の既修得科目の単位認定は、本人からの申請に基づき、上記の原則をふまえて個別に行います。 

③その他 

a. 単位認定にあたっては、最終の成績証明書、シラバスまたは授業概要（時間数、内容、到達目標、授業計画など

の授業科目の内容が確認できるもの）等を提出いただきます。 

b. 単位認定は入学手続完了後、学期開始前（科目履修登録前）までに実施し、認定結果は本人宛に通知します。 

c. 単位認定の結果、認定単位数や認定科目の種類等により、授業科目の履修上、編入学後卒業までに 2 年間

を超える場合もあります。 
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（2）人間福祉学部共生社会学科 

①卒業に必要な単位数 

 

②編入学後の単位認定 

a. 入学前既修得科目の単位認定にかかる単位数の上限は原則 60 単位です。 

b. 総合教育科目として認定可能と認められた既修得科目の単位は、包括的に認定することを原則とします（一部、

科目ごとに単位の認定を行う場合があります）。ただし「心理学」、「社会学」の科目は、厚生労働省が定める社会

福祉士国家試験受験資格にかかる授業科目（以下「指定科目」）として修得している場合、または修得した科目の

教育内容が本学の開講科目の教育内容と同等であることが認められる場合に限り、科目ごとに別途単位を認定し

ます（各 2 単位）。 

c. 上記のほかに、既修得科目の単位・内容により、本学の専門基礎科目、専門基幹科目及び専門発展科目として

認定することがあります。ただし、専門基礎科目、専門基幹科目及び専門発展科目のうち、「指定科目」への認定

は、厚生労働省が定める社会福祉士国家試験受験資格にかかる「指定科目」として修得している場合、または修

得した科目の教育内容が本学の開講科目の教育内容と同等であることが認められる場合に限り科目ごとに行いま

す。また「ソーシャルワーク実習」と「ソーシャルワーク実習指導（Ⅰ・Ⅱ）」については、両科目を一体として行うこと

により教育効果が見込まれることから、いずれか一方のみの単位認定は行いません。また、「専門演習（Ⅰ・Ⅱ）」

および「卒業研究」は単位認定を行いません。 

d. 教育職員免許状の取得にかかる単位については、次の要件を満たすことにより、科目ごとに単位を認定します。 

・教科及び教科の指導法に関する科目 

修得した科目の教育内容が、免許法施行規則に定める科目区分等の各科目に含めることが必要な事項ごとに

本学が教科及び教科の指導法に関する科目として開設する授業科目の教育内容と同等であることが認められる

場合に認定します。なお、単位を認定する科目が総合教育科目である場合は、包括的に認定する単位には含め

ないものとします。・教育の基礎的理解に関する科目等 

修得した科目の教育内容が、免許法施行規則に定める科目区分等の各科目に含めることが必要な事項ごとに

本学が教育の基礎的理解に関する科目等として開設する授業科目の教育内容と同等であることが認められる場

合に認定します。 

・大学が独自に設定する科目修得した科目の教育内容が、免許法施行規則に定める科目区分に対して本学が

大学が独自に設定する科目として開設する授業科目の教育内容と同等であることが認められる場合に 

認定します。 

・特別支援教育に関する科目（知的障害者・肢体不自由者）修得した科目の教育内容が、免許法施行規則に定

める科目区分ごとに本学が特別支援教育に関する科目（知的障害者・肢体不自由者）として開設する授業科目

の教育内容と同等であることが認められる場合に認定します。 

・文部科学省令に定める科目（教育職員免許法施行規則第 66条の 6）修得した科目の教育内容が、文部科学

省令に定める科目として本学が開設する授業科目の教育内容と同等であることが認められる場合に認定します。

なお、単位を認定する科目が総合教育科目である場合は、包括的に認定する単位には含めないものとします。 

なお、上記の教育職員免許状の取得にかかる単位認定にあたっては、免許種ごとに教育職員免許法別表第 1 

第 3 欄に定める科目の単位として修得したことを証明する書類の提出を原則とします。 
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e. 編入学生の既修得科目の単位認定は、本人からの申請に基づき、上記の原則をふまえて個別に行います。 

③その他 

a. 単位認定にあたっては、最終の成績証明書、シラバスまたは授業概要（時間数、内容、到達目標、授業計画など

の授業科目の内容が確認できるもの）等を提出いただきます。 

b. 単位認定は入学手続完了後、学期開始前（科目履修登録前）までに実施し、認定結果は本人宛に通知します。 

c. 単位認定の結果、認定単位数や認定科目の種類等により、授業科目の履修上、編入学後卒業までに 2年間を

超える場合もあります。 
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（3）人間科学部心理学科 

①卒業に必要な単位数 

 

②編入学後の単位認定 

a. 入学前既修得科目の単位認定にかかる単位数の上限は原則 60単位です。 

b. 総合教育科目として認定可能と認められた既修得科目の単位は、包括的に認定します。 

c. 上記のほかに、既修得科目の単位・内容により、本学の専門基礎科目、専門基幹科目及び専門発展科目として

認定することがあります。ただし、専門基礎科目、専門基幹科目及び専門発展科目のうち、文部科学省および厚

生労働省の定める公認心理師国家試験受験資格［学部課程］の指定科目にあっては、指定科目として単位を修

得したことを証明する書類を提出することにより、科目ごとに単位を認定します。なお、「心理実習（Ⅰ・Ⅱ）」と「心

理演習（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）」については、両科目を一体として行うことにより教育効果が見込まれることから、いずれか一

方のみの単位認定は行いません。また、文部科学省の定める社会教育士および社会教育主事資格の指定科目

にあっては、指定科目として単位を修得したことを証明する書類を提出するか、修得した科目の教育内容が本学

の開講科目の教育内容と同等であることが認められる場合に限り科目ごとに単位を認定します。 

なお、「専門演習（Ⅰ・Ⅱ）」および「卒業研究」は単位認定を行いません。 

d. 編入学生の既修得科目の単位認定は、本人からの申請に基づき、上記の原則をふまえて個別に行います。 

③その他 

a. 単位認定にあたっては、最終の成績証明書、シラバスまたは授業概要（時間数、内容、到達目標、授業計画など

の授業科目の内容が確認できるもの）等を提出いただきます。 

b. 単位認定は入学手続完了後、学期開始前（科目履修登録前）までに実施し、認定結果は本人宛に通知します。 

c. 単位認定の結果、認定単位数や認定科目の種類等により、授業科目の履修上、編入学後卒業までに 2年間を

超える場合もあります。 
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2026 年度 ３年次編入学選抜指定校推薦 志望理由書 
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推薦書 

 

西暦    年    月    日 

田園調布学園大学 学長 殿 

学 校 名                 

学校長名                 

 

田園調布学園大学 ３年次編入学選抜指定校推薦の志願者として、以下の者を推薦します。 

 

志望学部 学部 

学科・専攻 学科                 専攻 

フリガナ  

氏 名  

 

（推薦理由）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載責任者                      ○印 

 

３年次編入学選抜指定校推薦 

 

 

印 
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